
神経
行動分野

好き嫌いに繋がる「良い記憶」と「悪い記憶」は

どのようにして作られているのでしょうか？私

たちは、これらの相反する記憶が脳内のどの

ようなニューロンネットワークの違いによって

実現されているか、ショウジョウバエを用いて

研究しています。学習行動中の神経の機能を

遺伝学的に操作し、その役割を探っていくこと

で、ものの良し悪しを判断する脳のしくみの解

明を目指しています。また、動物行動を進化的

な視点から捉えるため、クラゲを用いた実験

系も立ち上げています。
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学習・記憶の
脳神経基盤を
解き明かす
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脳神経
システム分野

脳の高次機能の理解は、21世紀科学の中心

課題の一つです。脳の動作原理を解明するた

めには、脳内の神経回路の構成と動態を理解

することが重要であると、われわれは考えてい

ます。そのために、分子生物学や神経生理学の

手法を駆使して、脳回路の解析、および、脳活

動の測定や操作を行いながら、研究をすすめ

ています。

脳の機能的構造を
理解する
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ショウジョウバエ脳内の、電気ショック罰記憶

（左）と糖報酬記憶（右）の形成に関わるドーパ

ミンニューロン群です。

topics

ラットの前頭連合野における「作業記憶ニュー

ロン」は、刺激の位置など、行動するために重要

な情報を、短時間積極的に保持するときに、持

続的な発射活動を示します。

「地球史上最初の原始的な神経系」とはどの

ようなものであったのでしょうか。私はこの

問いの答えを探すため、生物の進化の早い段

階で現れ、さらに神経を獲得したクラゲを研

究しています。神経系の進化を考えるヒント

を得ることを楽しみに、クラゲの神経の形態

観察や機能を推定する実験を進めています。

Interview在学生
学部4年

小林 希望子
なぜヒトは恐怖や不安な状況に耐え、そして
それに打ち勝つことができるのか。私は情動
の中枢である扁桃体とそれを制御する大脳
新皮質との間の神経ネットワークのなかに
その答えがあると考えています。最新の神経
トレーシング技術を用いて神経細胞どうし
のつながりを可視化することで、神経回路
レベルから情動の制御メカニズムを明らか
にすることを目指しています。
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